
東九州地域医療産業拠点推進大会
【 東九州メディカルバレー構想 】

～ アジアに貢献する医療拠点づくり ～

日 時 平成２２年１１月６日（土） １４：００～１７：３０

会 場 別府ビーコンプラザ「フィルハーモニアホール」

主 催 大分県

後 援 九州経済産業局 ・ JST イノベーションサテライト宮崎
宮崎県 ・ 大分大学 ・ 立命館アジア太平洋大学
宮崎大学 ・ 九州保健福祉大学 ・ 旭化成クラレメディカル(株)
旭化成メディカル(株) ・ 川澄化学工業(株) ・ メディキット(株)
大分県工業団体連合会
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東九州地域医療産業拠点推進大会 ～ アジアに貢献する医療拠点づくり ～

ごあいさつ Ｇｒｅｅｔｉｎｇ

本日は企業、大学、関係団体等から多くの関係者の方々にご参加いた

だき、東九州地域医療産業拠点推進大会が開催されますことに心から感
謝申し上げます。

さて、大分県は、鉄・石油・化学などの素材型産業や、半導体･自動車

・精密機器などの加工組立型産業といった幅広い分野の重要産業がバラ

ンス良く立地しており、その産業構造はまさに日本のものづくりの縮図

といえます。本県では、「おおいた産業活力創造戦略」のもと、”集積が

集積を呼ぶ産業づくり”を進めるため、これまで積み上げてきた企業誘

致の成果に加え、企業誘致の効果を地場企業へ十分に波及させ、進出企

業と地場企業とがともに発展する強靱な産業クラスターづくりに取り組

んできました。

大分県から宮崎県にかけての東九州地域には、有力な血液や血管に関する医療機器メーカーが

多数立地しており、日本一、また世界でも有数の血液・血管関連医療機器の一大生産拠点となっ

ています。こうした医療機器産業は、景気の変動に左右されにくい安定した産業分野であり、日

本の成長牽引産業の一つとして、今後、更に発展･拡大する分野です。さらに、これまでの産業

集積の取り組みを通じ、地場企業には多くのものづくり技術力が蓄積されており、大学にも研究

開発や人材育成を支える機能やシーズが充実しています。

地域が持つこうした潜在能力を集約し、医療機器産業の一層の集積と地域活性化を推進するた

め、「東九州地域医療産業拠点構想」を策定しました。

本構想の推進により、医療産業の集積を活用した地域活性化と、アジアに貢献できる国際医療

拠点への発展を目指してまいります。

平成２２年１１月６日

大分県知事 広瀬 勝貞

プログラム Ｐｒｏｇｒａｍ

オープニング

主催者 あいさつ 大分県知事 広瀬 勝貞

来 賓 ごあいさつ 経済産業省 医療･福祉機器産業室長 竹上 嗣郎 氏

大分大学学長 羽野 忠 氏

来 賓 紹 介

第１部 パネルディスカッション

「東九州地域医療産業拠点構想への期待」

コーディネーター 大分県商工労働部 部長 山本 和徳

パネリスト 大分大学 理事・副学長 藤岡 利生 氏

立命館アジア太平洋大学 准教授 メイルマノフ セリック 氏

旭化成クラレメディカル(株) 代表取締役社長 吉田 安幸 氏

大分県工業団体連合会 代表幹事 古手川 保正 氏



東九州地域医療産業拠点推進大会 ～ アジアに貢献する医療拠点づくり ～

第２部 第 31 回日本アフェレシス学会学術大会
別府サテライトシンポジウム

講 演 「アフェレシス治療の概要」
講 師 東京女子医科大学 臨床工学科教授 峰島 三千男 氏

峰島三千男 教授【略 歴】

学 歴 1983年3月 早稲田大学大学院理工学研究科博士課程修了

工学博士取得、1996年 医学博士取得

職 歴 1983年4月 東京女子医科大学腎臓病総合医療センター助手で入局

講師、助教授を経て、現在 臨床工学科教授

学会活動 日本医工学治療学会、日本アフェレシス学会理事

日本透析医学会、日本人工臓器学会、日本医科器械学会評議員等

シンポジウム 「アジアにおけるアフェレシス治療の現況と未来」

演 者 札幌北楡病院 理事長 米川 元樹 氏
ソウル大学 診断検査科教授 ハン キョウソプ 氏
フージェン・カトリック大学 神経内科教授 チウ ホウチュアン 氏
チェンマイ大学 腎臓内科教授 デューシット ラムラートグル 氏

米川元樹 氏【略 歴】

学 歴 北海道大学医学部卒業

職 歴 北海道大学入局、札幌北楡病院 副院長、院長を経て

特定医療法人北楡会 札幌北楡病院 理事長 現在に至る

専門分野 消化器外科、人工臓器（血液浄化療法）

学会活動 日本医工学治療学会理事長、日本アフェレシス学会副理事長等

Dr. Han, kyou-Sup【略 歴】

学 歴 1988年 ソウル大学医学部大学院修了、博士号取得

現 職 国立ソウル大学病院 診断検査科 教授 兼 科長

同病院 輸血部 医長

学会活動 韓国アフェレシス学会事務局長、韓国輸血学会会長

国立血液管理委員会委員長、国際アフェレシス学会評議員等を歴任

Dr. Chiu，Hou Chang【略 歴】

学 歴 台湾大学医学部卒業

現 職 天主教輔仁大学医学部 教授

新光呉火獅記念病院 副院長

輔仁大学医学部 教授

学会活動 国際アフェレシス学会 評議員

Dr. Dusit Lumlertgul【略 歴】

学 歴 チェンマイ大学医学部卒業

腎臓内科学博士号取得

職 歴 チェンマイ大学医学部内科学教室入局、講師、准教授を経て

チェンマイ大学医学部腎臓内科学教室 教授 現在に至る

専門分野 腎臓内科、血液透析療法、アフェレシス療法

学会活動 世界腎臓内科学会、欧州腎臓学会、世界アフェレシス学会等

東九州地域医療産業拠点推進大会 併催事業

第31回日本アフェレシス学会学術大会

別府サテライトシンポジウム

主 催 一般社団法人 日本アフェレシス学会

一般社団法人 日本アフェレシス学会
理事長 津田 裕士（順天堂大学医学部教授)
会 員 約１，４００名
目 的 体外循環・細胞治療学の研究､教育、診療の進歩向上を図ることを

目的として、アフェレシスの研究・治療を通じて生命科学の発展に
寄与する

第 31 回 日本アフェレシス学会学術大会
会 期 2010 年 11 月 4 日（木）～ 6 日（土）
会 場 ディズニーアンバサダーホテル（千葉県浦安市舞浜 29-1 ）

大会長 順天堂大学医学部教授 津田裕士（日本アフェレシス学会理事長）

アフェレシスとは？

アフェレシス（apheresis）はもともとギリシア語で「分離」を意味する⾔

葉です。それでは何から何を分離するのでしょうか。現在では、体外循環に

よって⾎液中から⾎漿成分、細胞成分を分離する、さらには分離した⾎漿成分

から病気の原因となる液性因⼦を分離することをさします。

⽣体内のさまざまな⾎液関連因⼦を分離除去して治療する広範な医療技術を

総称する呼称がアフェレシスです。


